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感情制御と学習態度は中学 年生のテスト不安を低減するか？

○則武良英（広島大学） 湯澤正通（広島大学）
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問題と目的

テスト不安とは，テスト状況で特異的に生じる

不安で Spielberger & Vagg, 1995 ，数学の成績に負

の影響を及ぼす von der Embse et al., 2018 。テス

ト不安の影響が最も顕在化する中学 年生のテス

ト不安のメカニズムの解明は重要な課題である。

人は不安の伴う目標達成状況では，自発的に感

情制御を行う Volkhov & Demaree, 2010 。感情制

御の中でも不安の低減に有効な方略は認知的再評

価である Gross, 1998 。認知的再評価は，状況や

刺激，心的状態に対する解釈を変化させることで，

感情の強度や種類を 肯定的に 変化させる方略で

ある。一方で，実際には多くの中学生はテスト勉

強を行うことでテストに対処するが，こうした学

習態度，テスト不安，認知的再評価，実際の成績

の間の関係について検討は行われていない。

そこで，本研究では，中学生を対象に，実際の

期末テストにおいて，テスト不安が数学の成績に

影響しているかどうか，そして，学習態度や感情

制御がそうした影響の低減に役立っているかどう

かを明らかにすることを目的とする。

方 法

参加者 中学生 150 名 平均年齢 = 13.92，SD 
= .27 を対象とした。使用尺度 テスト不安を測定

するために，Friedman Test Anxiety 尺度日本語版 6
件法，23 項目; Friedman & Bendas-Jacob, 1997; 松
原他，2001 を使用した。期末テストに対する学習

態度を測定するために，学習の態度尺度 児玉・石

隈，2015 のテスト課題対処項目 5 件法，4 項目

を使用した。期末テストにおける中学生の認知的

再評価の使用傾向を測定するために，小学校高学

年・中学生用情動制御尺度 杉山他，2017 の認知

的再評価の項目 4 件法，5 項目 を使用した。テス

トに対する認知的再評価を測定するために，教示

を「テストで失敗したり，勉強で辛いことがあっ

たときに」と変更した。学業成績の指標として，

期末テストの数学の成績を使用した。手続き 期末

テストの 週間前に，質問紙調査を実施した。

結 果

まず，先行研究と同様の数学におけるテスト不

安の影響が，学習態度を統制した上でも生じるか

調べた。数学の成績を従属変数，学習態度得点と

テスト不安得点を独立変数とする重回帰分析を行

なった。その結果，学習態度得点 β = .34, t = 4.37, 
p <.01 とテスト不安 β = -.19, t = -2.43, p <.05

の双方で，標準化偏回帰係数が有意であった。学

習態度を統制した上でも，テスト不安が数学成績

に対して負の影響を持つことが示された。

次に，テスト不安における認知的再評価と学習

態度の影響を調べるため，テスト不安を従属変数，

認知的再評価得点と学習態度得点を独立変数とす

る重回帰分析を行った。その結果，認知的再評価

の標準化偏回帰係数のみが有意で β = -.29, t =
-3.41, p <.01 ，学習態度得点は有意ではなかった

β = -.12, t = -1.42, p = n.s. 。したがって，テスト

不安の緩和において，テスト勉強は有効ではなく，

認知的再評価のみが有効であることが示された。

最後に，テスト不安が数学成績に及ぼす影響を，

認知的再評価が調整するか調べた。認知的再評価

得点の平均値 M = 12.8 を基準に，高群 M =
14.96 と低群 M = 10.22 に群分けを行なった。そ

して，認知的再評価の高群，低群において，数学

成績を従属変数，テスト不安得点を独立変数とす

る重回帰分析を行った。その結果，低群ではテス

ト不安得点の標準化係数が有意 β = -.40, t = -3.55, 
p <.01 であったが Figure 1 ，高群ではテスト不安

の標準化係数は有意ではなかった β = -.07, t =
-.63, p = n.s. Figure 2 。したがって，認知的再評

価の使用傾向が高い中学生では，テスト不安が数

学に及ぼす負の影響が緩和されることが示された。

考 察

数学の成績を向上させるためには，テスト勉強

だけではなくテスト不安を緩和する必要があるこ

とが示唆された。さらに，テスト不安の緩和にお

いて，テスト勉強は有効ではなく，認知的再評価

が有効であることが示された。海外では，認知的

再評価を促進する「短期筆記開示」介入を用いて，

高校生の試験成績を向上させる研究が既に行われ

ている Ramirez & Beilock, 2011 。今後は国内にお

いても同様の介入方法を開発していく必要性があ

るだろう。
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児童における マス計算の脳血流変化
―右脳と左脳の比較―

○倉持こころ（成田国際福祉専門学校） 鈴木由美（聖徳大学）
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問題と目的

100 マス計算は，幅広い年代で行われている計算

課題である。主に小学校では，算数科の授業時に採

用される他，宿題として課せられる。文部科学省

(2015)によると，調査対象の小学校 19985校のうち，

短時間学習を実施している計算課題は，84%であっ

た。そのうち，授業内で行われている計算課題は，

15.5%と報告されている。100 マス計算が，右脳及び

左脳のどの様な影響を及ぼすのか検証する。本研究

は，児童 13 名小学校 1 年(1 名)・2 年(3 名)・3 年(6
名)・4 年(2 名)・6 年(1 名)を被験者として実験を実

施した。

本研究の目的は，2 つある。1 つ目は，平常時に右

脳と左脳の脳血流を比較する。2 つ目は，100 マス計

算時(加法)の右脳と左脳の脳血流変化を比較する。

以上 2 つを目的として，本実験を実施する。

方 法

本実験は，20××年 7 月～8 月に実施した。本研

究は，日立ハイテクノロジー社製の携帯型脳血流装

置である HOT-1000 を用いて実験被験者を個別に実

験を行う。本実験は，通電状態で実験を行い被験者

に負担がないようにした。

実験は，平常時に何もしない状態で脳血流を１分

間測定・休み時間を 1 分 30 秒・100 マス計算時の脳

血流を 1 分間測定した。実験は，A 大学の大学院生

教室を使用した。本研究の分析は， IBM SPSS 
Statistics 25 を使用する

倫理的配慮

倫理的配慮においては，参加児童及びその保護者

に対して説明を行い，承諾を得て実験を実施した。

A 大学の倫理委員会で，承諾済みである。

結果と考察

本研究は，児童における「平常時の右脳と左脳の

脳血流」と「100 マス計算時の右脳と左脳の脳血流」

の比較検討をシングルケースとして行い，検証した。

目的の第 1 は，平常時の右脳と左脳の脳血流の比

較であった。平常時の脳血流測定について，被験者

は，13 名中 4 名が右脳，9 名が左脳が賦活する結果

となった。中田・木下・中嶋・篠原 (2017)による

と右前頭葉は，空間作業記憶，非言語性意味記憶，

視空間認知を司っていると述べていた。本研究で，

右脳が賦活した要因は，実験を開眼状態で行ったた

め，視空間認知に影響されたのではないかと考えら

れた。

第 2 の目的は，100 マス計算時の右脳と左脳の脳

血流の変化を比較することであった。100 マス計算

時の脳血流測について，被験者は，13 名中 8 名が

右脳，5 名が左脳が賦活する結果となった。左脳が

賦活した 5 名の被験者は，低学年にみられた。左脳

は，言語や計算等で脳血流が賦活すると佐久田博

司・廣實崇・伊東由佳・二宮理憙 (2004)で述べら

れている結果と同様であった。右脳が賦活した８名

の被験者は，3年生から 6 年生であった。右脳が賦

活した要因として，100 マス計算を空間作業として

認識したのではないかと推察することができる。高

学年は，100 マス計算を空間作業記憶として行った

ため低学年の様に左脳が賦活しなかったのではない

かと考えられた。

100 マス計算は，学年によって左脳及び右脳に影

響が変化する事が確認された。
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